
昨年12月10Ejに開催された町□-ドレース大会｡スタート直前の恵をのむ瞬間｡

J･TI? ･三意.三途

日　時1月5日(金)午前10時～

場　所　町民文化センタ一大ホール

*表彰式において表彰される方々や､感謝状

を贈られる方々を､ 6両で紹介しています｡

*入場は自由です｡お気軽にご来場ください｡

担　当　庶務課庶務班　℡83･1221

日　時1月7日(日)午前10時～

場　所　松田中学校運動場

操　法　第3･第8分団､足柄消防組合

*消防団の日ごろの訓練の成果を披露します｡

*午前7時に半鐘を打ち鳴らします｡火災と間違えな

いようご注意ください｡

担　当　庶務課防災交通班　℡83･1221

日　時1月8日(祝)午前10時～

場　所　町民文化センタ一　大ホール

式　典　記念品贈呈･祝辞･記念撮影･成人者の

意見発表など
*まだ案内状が届いていない方は､下記までお

問い合わせください｡

担　当　生涯学習課社会教育班　℡83･7021

･
し

町
民
の
英
知
を
鰭
集
し
た

｢
姶
可
町
総
合
計
画
2
 
1
｣

ス
タ
ー
ト
で
す

平
成
十
三
年
'
新
世
紀
の
幕
開
け
の
輝
か
し
い

年
頭
に
あ
た
り
'
町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
｡

平
成
十
二
年
､
景
気
は
少
し
上
向
き
加
減
と
の

こ
と
で
し
た
が
､
ま
だ
ま
だ
回
復
せ
ず
'
厳
し
い

財
政
運
営
を
余
儀
な
-
さ
れ
ま
し
た
｡
し
か
し
な

が
ら
極
力
無
駄
を
省
き
'
皆
様
の
生
活
基
盤
の
充

実
に
努
力
を
し
て
参
り
ま
し
た
｡

二
十
一
世
紀
を
背
負
う
子
供
た
ち
の
た
め
'
す

べ
て
の
学
校
で
耐
震
工
事
が
終
了
し
'
寄
中
学
校

の
屋
内
運
動
場
を
昨
年
九
月
に
完
成
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
｡

ま
た
､
松
田
地
区
の
皆
様
に
安
全
で
お
い
し
い

水
を
供
給
す
る
た
め
の
二
千
ト
ン
の
河
南
沢
配
水

池
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
'
寄
地
区
で
は
水

道
の
町
営
化
の
工
事
を
十
四
年
度
完
成
に
向
け
進

め
て
い
ま
す
｡

昨
年
四
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
介
護
保
険
制
度

も
問
題
な
-
運
営
が
で
き
､
な
お
一
層
町
民
の
た
め
の
福

祉
施
策
を
図
っ
て
い
ま
す
｡

情
報
公
開
制
度
も
十
三
年
度
中
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
べ

き
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
｡

就
任
以
来
三
年
間
'
｢
町
民
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思

え
る
ま
ち
づ
く
り
｣
の
施
策
を
地
味
で
す
が
着
々
と
積
み

重
ね
て
き
ま
し
た
｡

十
三
年
度
は
､
新
世
紀
の
ス
タ
ー
ト
と
時
を
同
じ
-
L
t

町
民
に
理
解
と
協
力
を
求
め
､
英
知
を
結
集
し
て
策
定
し

た
｢
松
田
町
総
合
計
画
2
 
1
｣
　
の
実
施
の
初
年
度
で
あ
り
ま

す
｡
ま
ち
づ
-
り
の
基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
て
い
る
｢
環

境
を
ま
も
り
､
連
携
す
る
ま
ち
づ
-
り
｣
　
の
実
現
を
目
指

し
'
職
員
一
丸
と
な
り
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
-
所
存
で
す
｡

重
点
事
業
と
し
て
'
防
災
拠
点
と
し
て
の
庁
舎
建
設
事

莱
(
基
本
設
計
の
策
定
)
'
松
田
中
学
校
屋
内
運
動
場
の
改

修
事
業
､
各
小
･
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
整
備
事
業
'

町
民
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
利
用
の
促
進
事
業
'
新
松
田
南

口
駅
広
場
事
業
(
実
施
計
画
の
策
定
)
'
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
､
延
長
保
育
促
進
事
業
､
寄
地
区
汚
水
処

理
整
備
事
業
(
基
本
計
画
の
策
定
)
'
商
業
活
性
化
対
策
事

業
'
地
域
集
会
施
設
整
備
事
業
等
を
考
え
て
い
ま
す
｡

今
年
も
聞
-
耳
を
持
ち
､
限
ら
れ
た
財
源
の
効

率
的
'
効
果
的
な
事
業
執
行
を
し
て
い
き
ま
す
の

で
､
町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
､
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
｡

姶
申
町
長
　
島
　
村
　
俊
　
介
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『松田町総合計画21 』 12月議会で承認される

山岸会長より審議会答申が町長へ

計画の構成と期間◆平成22年度までの｢まちづくり｣を考えます｡

＼

＼ーノ

この総合計画は､ 21世紀最初の10年間における

まちづくりの方向性を示したものであり､基本構

想､基本計画､実施計画の3つで構成します｡

【基本構想】

まちづくりの基本理念を明らかにするとともに､

人口フレームや土地利用構想などを示します｡

【基本計画】

基本構想を具現化するために必要な施策を体系

的に整理したもので､重点プロジェクトと分野別計

画で構成します｡

【実施計画】

基本計画に示された施策を具現化するための財政計画を示します｡

将来人口フレーム◆平成22年度の目標人口を14,500人と設定します｡

)都市計画区分別人口の想定
(人)

0　　　　　　　　　5,000　　　　　　　　1 0,000　　　　　　　1 5,000
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22年
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■年齢区分別人口の想定
5,000　　　　　　　　　10,000　　　　　　　　1 5,000

』産業大分類別就業人口の想定
(人)

5,000　　　　　　　　　1 0,000

《人口と年齢構造》

今後､想定される人口の増加は､市街

化区域内への宅地供給によるものが想定

され､本計画では､上限値である14,500

人を平成22年度の目標人口と設定します｡

また､少子･高齢化が一層進み､老年

化指数(*)も1.57と高くなることが想定

されます｡

(*)老年化指数

老年人口(65歳-)の年少人口(0-

14歳)に対する割合｡

《就業構造》
過去のトレンド(*)により､農業を中心とした第1次

産業は減少傾向が今後も続く一方､商工業を中心とした

第2次産業はほぼ横ばい､サービス業を中心とした第3

次産業は増加することが見込まれます｡

これらの割合と､先に設定した生産年齢人口によって､

産業大分類別の就業人口を想定します｡

(*)トレンド

動向､すう勢｡

※人口想定の各グラフにおける平成7年値は実績を示します｡
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◎会長､ ○副会長

今
月
号
で
は
'
平
成
2
2
年
度
ま
で
の
基
本

構
想
と
'
前
期
5
か
年
で
取
り
組
む
基
本
計

画
の
概
要
に
つ
い
て
'
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
｡

な
お
､
計
画
策
走
の
際
に
は
多
-
の
町
民

の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
､
無
事
に
作

業
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡
厚
-

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
｡

映
し
ま
し
た
｡

さ
ら
に
'
町
民

の
代
表
者
で
構
成

す
る
松
田
町
総
合

計
画
審
議
会
に
お

い
て
'
慎
重
に
審

議
を
重
ね
､
昨
年

1
1
月
2
7
日
に
町
長

へ
答
申
を
い
た
だ

き
､
1
2
月
1
2
日
の

町
議
会
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
｡

激
動
の
時
代
で
あ
っ
た
2
0
世
紀
が
終
わ
り

大
き
な
節
目
と
な
る
2
 
1
世
紀
の
幕
が
開
き
ま

し
た
｡
そ
し
て
'
4
月
か
ら
は
桧
田
町
の
新

た
な
ま
ち
づ
-
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
｡

町
で
は
'
町
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
'
平
成
1
 
1
年
4
月
か
ら
､
そ

の
指
針
と
な
る
｢
桧
田
町
総
合
計
画
2
1
｣
の

策
定
作
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
｡

こ
の
2
年
間
に
は
､
全
世
帯
を
対
象
と
し

た
町
民
意
識
調
査
や
懇
話
会
な
ど
で
'
町
民

の
皆
さ
ん
の
声
を
広
-
お
聴
き
し
､
今
後
の

1
0
年
間
の
施
策
に
実
現
可
能
な
要
望
を
絞
り

込
み
､
計
画
に
反
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平成13年1月1日

土地利用構想◆可住地を4つの地域に分け､より地域の実情にあった特色ある地域づくりを図ります｡

町では､これまで都市計画上　◇地域区分図

の区分とあわせ､町域を大きく

｢松田地区｣と｢寄地区｣に分

け､各々の地区にあった施策を

展開してきました｡

本計画では可住地を主体に､

松田地区内を≪駅周辺･中心市

街地≫と≪住宅地≫､寄地区内を

≪湯の沢≫と≪寄≫の4つの地域に

分け､より地域の実状にあった

特色ある地域づくりや土地利用

を図ります｡

＼ �&闔h,ﾉkﾈ��自治会名 

松 �x�]2�河内.中丸.中央.仲町.新松田.谷戸.中沢.沢尻. 
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◆都市計画区域

⊂コ市街化区域

●全体土地利用

松田地区の571haを中心とした都市計画区域のうち､ 198haの市街化

区域は､小田急線新松田駅や御殿場線松田駅を中心に､比較的密度の

高いコンパクトな市街地が形成されている現況から､自然環境との調

和を重視しつつ､土地利用の活性化を図ります｡

また､市街地内に散在している農地等の非宅地は､計画的な宅地化

を誘導していきます｡

●用途地域
用途地域は､駅周辺を商業系､酒匂川沿いの既存工業地を工業系､

それ以外を住居系とする現行用途地域を基本に､それぞれの用途に過

した良好な環境づくりに努めます｡また､商業系地域においては､高

度利用が高まった時点で計画的な土地利用の誘導を図ります｡

●地区別土地利用

≪松田地区駅周辺･中心市街地≫

駅周辺の基盤整備にあわせて､土地の高度利用と商業地の活性化を

誘導していきます｡

≪松田地区住宅地≫

良好な住環境形成を推進するため､住居系用途に適したうるおいの

あるまち並み形成に努めます｡

また､旧国鉄跡地は､住宅用地等としての有効利用を図ります｡

□市街化調整区域
都市計画区域内の65.3%にあたる373haが市街化調整区域で､その

大部分の土地が東名高速道路以北の松田山南斜面にあり､農地や山林

として利用されていること､防災面で重要な位置であることから､市

街化を抑制し､現況の土地利用を維持することを基本とします｡
一方､土地の利活用を図る必要性のあるところは､市街化区域への

編入も含め検討します｡

◆都市計画区域外

●全体土地利用
松田山南斜面の中腹から寄地区までの3,204haが都市計画区域外で

あり､町域の84.9%を占めています｡これらの地区は､農業振興地域

内農用地や保安林､自然環境保全地域､丹沢大山国定公園に指定され

ているため､森林資源の保護と

県の｢やどりき水源林｣の活用

や､優良農地としての利用を図

ります｡

また､今後は都市計画区域の

拡大等を検討し､用途地域､風

致地区等､土地利用の整序を図

る一方､自然環境との調和のも

とに寄地区集落地の生活環境整

備を推進し､松田町特定地域土

地利用計画(*)の一部見直し

を図ります｡さらに､採石跡地

の活用方法を検討し､有効利用

を図ります｡

(*)松田町特定地域土地利用計画

都市計画区域外の地域における

土地利用の方針について､施設

立地型の開発(3,000rrf以上)を

検討する｢利用検討ゾーン｣と自

然環境を保全する｢保全ゾーン｣

に区分し､土地利用を図る計画｡

●地区別土地利用

≪寄地区湯の沢≫

既存の住宅団地については､

都市計画法にもとづく基準(港

の沢団地建築規約)により､良

好な住環境形成を図ります｡

≪寄地区寄≫

既存集落地とその周辺に立地

する新たな住宅地やセカンドハ

ウス等については､一体的な集

落環境の形成や自然環境との調

和の面から､住居系の用途に準

じた運用を図ります｡

土地の有効活用が期待される採石跡地

◇特定地域土地利用計画･
土地利用検討ゾーン位置図

重点プロジェクト◆前期5年間で特に重点をおき推進する事業として､次のようなものがあげられます｡

◆環境循環型事業の推進
[コやどりき水源林との連携事業

[コ生活排水処理施設整備計画の樹立

[コ環境を意識した

事務事業

◆災害に強いまちづくり事業の推進
[コ狭あい道路(*)の整備とまち並み形成

[コ自主防災組織の充実

[コ防災拠点としての庁舎建設

(*)狭あい道路

建築基準法の規定により､特定行政庁

(県知事)が指定した幅員4 m未満の

道路｡

◆駅周辺整備事業の推進
⊂コ新松田駅南口駅前広場等基盤整備事業

◆高齢者や子育てを支える事業の推進
□高齢者保健福祉計画の推進

□子育て環境の整備

◆豊かな文化を育む事業の推進
□国際理解教育事業

□体験による人づくり事業

◆地域づくり事業の推進
□町民と連携したパートナー

シップによるまちづくり

□魅力ある地域づくり
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◆基本構想･分野別前期基本計画の体系と施策

まちづくりの主体は町民であり､行政はそれを支援し､互いの役割分担のも

とに連携するという認識が必要です｡この計画の実現に向け､町民と行政が一

丸となって取り組んでいきましょう｡

(2)安ふな暮らしを支え合う事業

1.社会保障の充実

≪国民健康保険≫

(⊃保険財政の健全化

○被保険者の健康増進

≪国民年金≫

○年金制度の啓発

○受給権確保の推進

≪介護保険≫

(⊃サービス提供体制の整備促進

(⊃介護保険施設の整備促進

○被保険者の啓発

2.健康づくりと地域医療

＼＼一./

≪健康増進≫

○健康教育･健康相談事業の充実

(⊃成人･老人保健指導者の充実

(⊃母子保健の充実

○地域健康づくり活動の推進

(⊃介護予防事業の充実

≪疾病予防≫

(⊃各種検診事業の充実

(⊃予防接種体制の充実

≪医療体制の整備≫

○健康福祉センターほか公共施設の有効利用

○地域医療体制の充実強化

(⊃小児医療費助成の促進

(⊃保健･医療･福祉の連携

3.地域福祉の展開

○町民と一体となった福祉の展開

○地域福祉推進体制の確立

○福祉のまちづくりの展開

○保健･医療.福祉サ-ビスのネットワーク化

4.高齢者福祉の充実

○総合支援サービス提供の仕組みづくりの推進

(⊃健やかな生涯健康づくりの推進

○自立を支援する福祉サービスの推進

○地域と関わりを持つ生きがいづくりの推進

○高齢者の生活満足度を高める環境づくり

の推進

5.障害者福祉の充実

○ノーマライゼーション(*)思想の普及･啓発

○相談･訓練.指導の充実

○在宅福祉サービスの充実

○地域社会への参画の推進

○施設整備の推進

(*)ノーマライゼーション

障害のある人が家庭や地域において､障害

のない人たちとともに生活できる社会が

正常(ノーマル)であるという考え方｡

6.子育て環境の充実

(⊃保育の充実

○地域への子育て支援

○放課後児童対策の充実

(⊃ノミ＼れあい交流施設の整備

○ひとり親家庭などの福祉の充実

7.消費者の保護

○消費者意識の啓発

○指導体制の整備充実

(1)地域の安全を守る事業

1.防犯と交通安全

≪防　犯≫

○防犯意識の高揚

○防犯施設の整備

≪交通安全≫

○交通安全施設等の整備及び改善

(⊃交通安全意識の普及啓発

(⊃交通規制の実施･見直しの要望

2.防炎対策

≪防炎対策の推進≫

○建築物の耐震診断の推進

○応急危険度判定制度(*)の確立

○国･県道等の安全対策の促進

(*)応急危険度判定制度

被災した建物が引き続き利用できるか

どうかの判定を緊急に行う制度｡

≪防炎体制の充実≫

(⊃地域防炎計画の推進･見直し

○自主防炎組織の充実

○防炎資機材の整備

○緊急時の情幸馴文集･提供体制の整備

○広域防炎体制の充実

3.防炎拠点としての庁舎建設

○庁舎建設基金の積み立て

(⊃新庁舎の建設

4.消防体制の充実

≪消防力強化≫

○常備消防の消防力強化支援

○消防団施設の充実

○消防水利の確保

○消防組織の充実弓東化

≪火炎予防≫

(⊃初期消火活動の充実

5.河川･砂防･治山の整備

≪河川整備の促進≫

○川音川･中津川の整備促進

○酒匂川護岸整備の促進

○普通河川の整備促進

≪砂防施設の整備促進≫

○砂防指定地等の整備促進

≪健全で豊かな森林の形成≫

○治山事業の促進

(1)地域の環境を守る事業

1.自然環境の保護と活用

≪自然環境の保護≫

(⊃森林資源の保護

○自然景観の保全

○松白山の自然保全

(⊃水環境の保全

≪自然環境の活用≫

○やどりき水源林の活用

○自然を生かした地域産業の振興

2.環境管理と公害防止

≪環境管理≫

○緑豊かなまちづくりの推進

○二酸化炭素等排出量削減の推進

○環境問題に対する普及活動の推進

○公共施設等における省エネ化

○環境に配慮した事務事業の推進

≪公害防止≫

○発生源対策の強化

(⊃処理体制の整備

3.環境美化の意識づくり

○美化活動への連携づくり

○ごみのポイ捨てや不法投棄の防止

○みどりと花づくり事業の促進

(2)地域の生活基盤を整える事業

1.水道事業の充実

≪松田地区の上水道≫

○施設整備と維持管理の充実

○事業の健全化

≪寄地区の簡易水道≫

○施設整備と安定供給

○統合整備と公営化の推進

○事業の健全化

2.下水道の整備

≪市街地内の公共下水道整備≫

○事業推進と維持管理

○意識の高揚と普及の拡大

○事業の健全化

○都市排水施設の整備及び維持管理

≪その他地域≫

○地域にあった処理施設の調査･研究

3.寄地区の汚水処理

○生活排水処理施設整備計画の樹立と推進

○生活排水処理財源の創設

4.ごみ処理とリサイクル

≪ごみの減量化･再資源化≫

○分別収集の徹底

(⊃再資源化の支援

○住民意識の高揚

≪ごみの適正処理≫

○ごみ処理施設の整備

○ごみ処理体制の充実
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(1)町民と行政が協調して進める事業

1.町民参力口と情報公開

(⊃広報活動の充実

(⊃広聴活動の充実

(⊃情報公開制度の確立

○町民参加の拡充

2.新たな時代の行政運営

○行政組織の簡素化･効率化

○事務事業の見直し

○行政サービスの向上

○町有財産の有効活用

3.合理白勺な財政運営

(⊃財源の確保

○受益者負担の適正化

○財源の重点的な配分

○財政運営の健全化

○町債の適切な活用と進行管理

(2)地域の連携による事業

1.新たな時代の地域づくり

≪自治会と行政との協働≫

(⊃活垂加こ対する支援

○自治会との連携によるまちづくり

≪魅力ある地域づくり≫

○集会施設を核とした地域づくり

(⊃特色ある地域づくり事業の推進

2.交流事業の推進

≪地域間交流≫

○都市と農村の交流

(⊃姉妹町との交流

≪国際交流≫

○国際性豊かな人づくリ

3.新たな時代の広域連携

○広域行政の推進

○近隣自治体との連携

○合併問題の調査･研究

○広域連携による事業推進

○広域行政の情報提供

(1)生き生きとした人をつくる事業

1.就学前教育と学校教育の推進

≪就学前教育≫

○幼児教育の環境整備

○幼稚園･家庭･地域
･学校との連携

≪学校教育≫

○教育内容の充実

○教育環境の整備

○情報教育の推進

○環境教育の推進

○心の教育の推進

○国際理解教育の推進

○障害児教育の推進

○学校安全と安全教育

○家庭や地域と連携す

る学校づくリ

2.青少年の健全な育成

≪社会環境健全化推進活動≫

○健全な社会環境づくり

○青少年健全育成組織の充実強化

≪青少年活動の充実≫

(⊃青少年の自立と連帯の促進

〇着少年リーダーの養成

(⊃地域社会の環境活動への支援

3.男女共同参画社会づくり

○男女共同参画社会のための意識づくり

○女性の社会参画の促進

○地域の子育て支援との連携

○女性プランの策定

4.生涯学習の推進

○推進体制及び事業の充実

(⊃情報の提供及び学習相談体制の充実

○学習需要の把握及び学習プログラムの実

践･運用

○推進のための人材養成

○地域集会施設等を活用した事業の充実

(⊃学校教育と社会教育の連携･融合

5.生涯スポーツ･レクリエーションの推進

○生涯スポーツ･レク｣エーション大会の充実

○ニュースポーツの普及

○スポーツ団体の自主的運営

(⊃体育協会の自主的運営

(⊃指導者の育成

6.人権教育の推進

○人権･同和教育の推進

○啓発活動の推進

(2)豊かな地域文化を育ぢ事業

1.文化活動の推進

≪文化行政≫

(⊃文化･芸術活動の推進

(⊃文化団体の支援と育成

(⊃文化情報の収集･提供

≪文化施設≫

(⊃甲｢民文化センター自主事業の充実

○町民文化センターの適切な維持管理

○松田山美術館(仮称)の整備に関する支援

≪園書館≫

(⊃園書館サービスの充実

(⊃園書館網の整備充実

2.文化財の保護と活用

(⊃文化財保護意識の高揚

○文化財保護団体の育成と無形文化財の保護

○文化財の保護と活用

(1)地域の産業をいかす事業

1.都市農業の確立

○農業振興対策の推進

○農地の有効利用の推進

○農道等基盤整備の推進

○観光農業等の推進

2.林業の育成

○施業の促進　　　○基盤整備の推進

(⊃組織の育成　　　○観光資源の活用

(⊃木材の利用促進

3.商工業の振興

≪商　　業≫

(⊃観光と連携した商業振興の推進

○生活者直結型の商店街づくりの支援

○商業振興活性化対策事業の支援

○中心市街地活性化対策事業の支援

≪工　　業≫

(⊃共同事業による市場開拓の支援

○融資制度の充実

○工業系用地の確保･集団化の検討

4.観光の振興

≪推進体制の充実≫

○観光資源の活用と特産品の開発

○組織の充実と広域連携の推進

≪施設整備の推進≫

○観光施設整備の充実

(⊃寄自然休養村管理センター等の利用方法

の検討

≪西平畑公園の振興≫

○西平畑公園管理体制の組織強化

(⊃公園内施設の統廃合と既存施設の有効利用

○道路と駐車場の整備

○独立採算制による管理･運営の推進

(2)魅力ある町をつくる事業

1.市街地の整備

○土地の有効活用によるまちづくり

(⊃狭あい道路の整備とまちなみ形成

(⊃旧国表矢跡地の土地利用

(⊃国土(地籍)調査の推進

2.土地の利活用

○都市計画区域外の土地利用

○市街化調整区域の保全と見直し

○松田町特定地域土地利用計画の見直し

○採石跡地の利活用

3.馬尺周辺の核づくり

(⊃駅周辺再開発事業計画の検討

○新松日駅南口駅前広場等基盤整備事業の推進

(⊃中心市街地活性化の促進

4.道路･橋梁の整備

〇第二東名高速道路及び246号バイパスの

建設促進要望

○都市計画道路網計画の推進

(⊃県道の新設･改良促進の要望

○町道等の整備促進

〇十文字橋などの維持管理

(⊃道路台帳の整備

5.公園,緑地の整備

○公園等の整備･維持管理

○親水公園の整備

○市街化区域内の緑の保全と緑化の推進

6.住宅の整備

○民間住宅の建設促進

(⊃町営住宅の整備等

7.交通体系の整備

○壷矢道輸送の強化促進

○バス路線の走行環境の改善

○バス路線存続のため関係機関との連携の強化
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自治功労表彰
町政の進展のために尽力されたその功績が特に

顕著と認められる方に贈られます｡

瀬戸　　力氏(中里)

選挙管理委員長1 2年

小嶋光雄氏(宮前)
選挙管理委員1 6年

洋　　孝次氏(谷戸)

消防団長10年･副団長8年

小野靖夫氏(中央)

町職員36年

12月5日に開催された表彰審査会で､平成12年度松田町表彰式の受賞者が次の方々に決ま

りました｡心よりお祝い申し上げます｡受賞されたみなさんは､5日(金)､午前10時から町

民文化センタ一大ホールで行われる表彰式において表彰されます｡

別表①　自己負担限度額

町民税非課税世帯 �3RﾃC��冷�

町民税課税世帯 田2ﾃc��冷�

--ill---:-:__　∴

※上位所得者世帯とは､年間総収入額から基礎控除を

除いた額が6,700,000円以上の世帯｡

別表②　外来の場合

1日　530円(月4回まで)

- 俘��7x�2�襲 ����=3.;芯 ��

ミミ.:…ミ≦;3三瀬V:≡.き……‡つ,--準;bSvi<蕪-1, 劔����

宅塾｢ショ-トステイの利耶数を増やしてほしい｣

※診療所は､事務処理負担の観点から定額負担も選

択できるため､町の国保診療所については定額負

担としました｡

別表③　入院の場合

1日1,200円 

･町民税非課税世帯月額上限35,400円 
･町民税非課税世帯で老齢福祉年金受給者 

1日500円 

ニrrL.H :ミン､宍 ��

三を-こゝこ<L;:3､:-､∨…'…宴を≡……告発-≡縦さ.mごくを;i 

.≡　-鶴ち主衷

今回は､平成12年1 1月に実施した介護保険利用状況アンケート

の中で特に多かった要望にお答えします｡

国表圭Je芸諾スの回数を増やした｡､デイサービスの曜日を
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窓
口
で
支

払
う
自
己
負
担
額
な
ど
が
変
わ
り
ま
し
た
｡

主
な
変
更
は
､
次
の
と
お
り
で
す
｡

一
般
表
彰

町
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
方
'

公
共
の
福
祉
増
進
に
寄
与
さ
れ
た

方
'
教
育
文
化
向
上
に
努
め
ら
れ

た
方
な
ど
'
徳
行
が
著
し
く
他
の

模
範
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
方
に
贈

ら
れ
ま
す
｡

山
本
秀
雄
　
氏
　
(
弥
勤
寺
)

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
9
年

飯
田
幅
雄
　
氏
　
(
弥
勤
寺
)

●
教
育
委
員
8
年

南

川

　

昇

　

氏

　

　

(

仲

町

)

●
自
治
会
長
5
年

内

藤

知

一

氏

　

　

(

中

沢

)

●
自
治
会
長
6
年

蕪
木
基
二
郎
　
氏
　
　
(
仲
町
)

●
体
育
協
会
長
1
2
年

松
田
キ
ャ
ッ
ス
ル
ズ

●
全
日
本
学
童
野
球
全
国
大
会
1
6
強

▼
2
5
年
以
上
在
職
町
職
員

次
の
み
な
さ
ん
は
'
町
職
員
と

し
て
成
績
良
好
で
2
5
年
以
上
在
職

し
て
い
ま
す
｡

杉
臼
　
照
明
氏
　
(
南
足
柄
市
)

府
川
光
正
　
氏
　
(
開
成
町
)

稲
毛
孝
子
　
氏
(
小
田
原
市
)

武
松
　
泉
　
氏
　
(
大
井
町
)

若
色
　
薫
　
氏
　
(
山
北
町
)

感

　

謝

　

状

町
の
表
彰
式
に
併
せ
て
､
各
種

役
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
た
方
々
､

町
に
寄
付
を
さ
れ
た
方
な
ど
に

贈
ら
れ
ま
す
｡

飯
田
　
　
進
　
氏
　
　
(
河
内
)

●
自
治
会
長
2
年

大
胡
E
E
]
信
次
　
氏
(
か
な
ん
沢
)

●
自
治
会
長
2
年

故
石
井
三
好
　
氏
　
　
(
宮
前
)

●
自
治
会
長
3
年

渋
谷
仁
士
　
民
　
(
仲
町
屋
)

●
国
勢
調
査
調
査
員
2
5
年

黒
滞
稔
子
　
氏
　
(
店
屋
場
)

●
統
計
調
査
調
査
員
2
5
年

寄
中
学
校

昭
和
3
0
年
3
月
卒
業
生
有
士
竺
同

●
寄
附
(
寄
中
学
校
屋
内
運
動

場
ア
リ
ー
ナ
引
幕
)

①
国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養

費
の
自
己
負
担
額
が
変
わ
り

ま
し
た
｡

自
己
負
担
の
限
度
額
を
負
担
能
力

に
応
じ
た
も
の
と
す
る
た
め
に
'
今

ま
で
所
得
の
低
い
人
(
住
民
税
非
課

税
世
帯
)
と
一
般
(
課
税
世
帯
)
　
の

別
表
の
見
方

回
困
凶
が
改
正
止
別

平
成
1
 
2
年
1
 
2
月
ま
で
の
内
容

園
…
附
…
凶
が
改
正
後

平
成
1
 
3
年
1
月
か
ら
の
内
容

区
分
だ
け
だ
っ
た
も
の
に
､
所
得
の

高
い
人
(
上
位
所
得
者
)
　
の
区
分
が

新
設
さ
れ
ま
し
た
｡
(
別
表
①
参
照
)

②
高
齢
者
の
自
己
負
担
の
限
度

額
が
変
わ
り
ま
し
た
｡

今
ま
で
高
齢
者
(
7
0
歳
以
上
'
ま

た
は
〓
疋
の
障
害
が
あ
る
場
合
は
6
5

歳
以
上
の
方
)
　
が
医
療
を
受
け
た
と

き
の
一
部
負
担
は
､
定
額
で
し
た
が
､

か
か
っ
た
額
に
応
じ
た
定
率
1
割
負

担
に
な
り
ま
し
た
｡
た
だ
し
'
高
齢

者
に
と
っ
て
負
担
に
な
り
す
ぎ
な
い

よ
う
に
月
額
の
上
限
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
｡
(
別
表
②
･
③
参
照
)

町
の
国
保
診
療
所
に
か
か
る
場
合

は
､
1
日
8
0
0
円
､
月
4
回
ま
で

の
負
担
に
な
り
ま
し
た
｡

ま
た
､
高
齢
者
の
場
合
'
外
来
の

院
外
(
薬
局
)
　
で
処
方
す
る
薬
代
に

つ
い
て
は
一
割
負
担
に
'
診
療
所
で

の
薬
代
に
つ
い
て
は
負
担
な
し
と
な

り
ま
し
た
｡

③
入
院
時
の
食
事
代
の
自
己
負

担
額
が
変
わ
り
ま
し
た
｡

一
般
の
人
の
負
担
額
が
'
日
額
7
6

0
円
か
ら
7
8
0
円
に
な
り
ま
し
た
｡

(
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
つ
い
て

は
､
変
更
あ
り
ま
せ
ん
｡
)

④
海
外
で
の
治
療
も
保
険
給
付

の
対
象
と
な
り
ま
し
た
｡

国
保
加
入
者
が
､
海
外
で
受
診
し

た
と
き
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
､
役

場
窓
口
へ
診
療
内
容
明
細
書
等
必
要

書
類
を
提
出
す
れ
ば
'
自
己
負
担
分

を
差
し
引
い
た
額
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
｡

⑤
住
所
地
特
例
の
対
象
が
拡
大

今
回
か
ら
長
期
入
院
に
よ
り
住
所

を
移
す
場
合
は
､
す
べ
て
移
す
前
の

市
区
町
村
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
｡

【
問
合
せ
】
町
民
環
境
課
国
保
年
金
班

℡
8
3
･
1
2
2
5
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新たな固定資産評価審査委月と教育

委員が任命されました｡
これを受け､町行政や教育行政を円

滑に運営していただく方々は､次のと

おりです｡ (敬称略)

巨∃ EEj巨∃巨∃

巨∃巨j E∃
●固定資産評価審査委員

氏名 偖ｨ�� 

遠藤辰三 傴ﾉ68����"�委員長 

飯田敏明 弍�##S2�委員 

小野靖夫 傴ﾉ69�處ﾃ##���委員(新) 

●教育委員

氏名 偖ｨ��職務 

古谷尚- 弍�cC���教育委員長 

岡部聴 傴ﾉ69�處ﾃ�3�B�職務代理者 

沼田文一 傴ﾉ68���#sbﾓR�委員(新) 

内田史郎 傴ﾉ69�處ﾃC3ふ2�委員(新) 

吉田琢磨 傴ﾉ69�處ﾃャb�教育長 

寄自然休養村｢ホタルを育てる会｣

県の美化運動推進功労団体賞を受賞

昨年11月14日(火)､｢寄自然休養村ホタルを育てる会｣

が､県の美化運動推進功労団体として表彰を受けました｡

長年にわたる､河川の美化清掃活動や､環境保全に対す

る取組が認められたものです｡

ホタルの工サ(カワニナ)の養殖場作り

.広タJI

夏の夜に､鮮やかな光跡を描くホタル

今月の行事
お　は　な　し　会16日､23日､30日の火曜日

午後3時30分～4時

図書館子どもコーナーにて

休　　館　　日　毎週月曜日､祝日

年始(-4日まで)､ 9日

寄出張所図書館　毎週水曜日午後1時-4時

新着図書
一一{　一　般　書　ト-一一

林真理子

恩田暗充
パッセル

日野原重明
小林紀晴

曽野綾子
松尾由美

｢ミスキャスト｣

｢青空の指きり｣

｢バレエはじめましょう｣

｢フレディから学んだこと｣

｢写真学生｣

｢陸影を見ず｣

｢バルーンタウンの手品師｣

｢アタマにくる一言へのとっさの対応｣
ベルクハン

梅原　猛

斉田　博

プロクタ-

外山滋比古
サーナン

成美堂出版編

｢シギと法然｣

｢おはなし天文学｣

｢ガンをつくる社会｣

｢ちょっとした勉強のコツ｣

｢月面に立った男｣

｢全国おすすめの公共の宿｣

【今月の1冊】

｢常識を疑ってみる心理学｣

伊藤哲司　著

私たちが当然と思い込み疑わ
ない事柄-常識｡本書では心理

学の知識を用い､常識を解体し
て多面的なモノの見方を示して

くれます｡新しい世紀｡既成の

概念にとらわれず､自分なりの

価値観を探求してみませんか?

二::::≡:

佐野洋子
ケルナ-

鈴木喜代春

富安陽子
なかやみわ

石井象二郎

一一■ト児　童　書

イかってなくま｣

｢ブループリント｣

｢空をとぶ一輪車｣

｢かくれ山の冒険｣

｢そらまめくんとめだかのこ｣

｢モンシロチョウの観察｣

【今月の1冊】

｢きらぽしひめの物語｣
アニー･ダルトン　編

世界中で愛されている8つ
のおひめさまの物語を､きれ

いな刺しゅうの挿し絵でつづ

った絵本｡ヴィクトリア調か

らインド風まで､いろいろな

おひめさまが出てきますよ｡

*以上は新着199冊の抜粋です｡

この広報に掲載された新着図書は5日から､

その他新着図書は､展示予約は10日(水)

貸出は16日(火)から受け付けます｡

▼
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

小
野
靖
夫
氏

任
期
満
了
と
な
っ
た
､
野
村
喜
一
郎

氏
(
河
内
)
の
後
任
に
は
､
小
野
靖
夫
氏

(
中
央
)
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
｡

▼
教
育
委
員
に

沼
田
文
一
氏
と
内
田
史
郎
氏

任
期
満
了
と
な
っ
た
沼
田
正
司
氏

(
谷
津
)
と
久
保
敏
雄
氏
(
河
内
)
の
後
任

に
は
'
沼
田
文
一
氏
(
谷
津
)
と
内
田
史

郎
氏
(
店
屋
場
)
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
｡

ま
た
､
去
る
1
2
月
1
8
日
に
開
催
さ
れ

た
教
育
委
員
会
に
お
い
て
､
新
た
に
教

育
委
員
長
や
教
育
長
が
決
ま
り
ま
し
た
｡

排
掴
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス

町
で
は
､
介
護
保
険
制
度
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
'

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
｡

こ
の
一
環
と
し
て
'
昨
年
1
2
月
か
ら
痴
呆
等
が
原
因
と

な
り
'
排
桐
の
お
そ
れ
が
あ
る
方
の
家
族
に
小
型
端
末

を
貸
出
し
､
位
置
検
索
を
す
る
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
｡

タ
ル
と
共
に
1
 
4
年

ま
ず
'
町
に
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
申
請
を
L
t

登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
す
｡
登
録
後
'
貸
し

出
さ
れ
た
ポ
ケ
ッ
ト
サ

い
る
た
め
､
迅
速
な
対
応
が
期
待
で
き
ま
す
｡

イ
ズ
の
小
型
端
末
(
右

下
写
真
を
参
照
)
を
携

帯
す
れ
ば
､
発
生
す
る

電
波
を
基
地
局
が
受
信

し
'
位
置
の
検
索
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
｡

松
田
町
､
開
成
町
､
大

井
町
､
山
北
町
､
秦
野

市
'
南
足
柄
市
､
小
田

原
市
の
一
部
が
位
置
検

索
可
能
な
地
域
と
な
り
'

原
則
的
に
2
4
時
間
体
制

で
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し

ま
す
｡

者
は
､
町
在
住
で
､
｢
俳

桐
の
お
そ
れ
が
あ
る
｣

と
町
が
必
要
性
を
認
め

た
高
齢
者
に
限
り
ま
す
｡

(
個
人
情
報
は
保
護
さ

れ
ま
す
)

ま
た
'
利
用
費
や
詳

細
に
つ
い
て
は
'
担
当

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
-

だ
さ
い
｡

当
事
業
の
利
用
対
象

昭
和
6
 
1
年
､
都
市
化
の
進
む
害

で
は
'
水
質
汚
染
や
農
薬
の
空
中

散
布
な
ど
が
原
因
で
､
生
息
す
る

ホ
タ
ル
数
は
､
減
少
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
し
た
｡
こ
の
絶
滅
の

危
機
を
救
お
う
と
1
2
2
名
の
方

が
立
ち
上
が
り
'
こ
の
年
の
9
月
､

同
会
が
発
足
し
ま
す
o
r
ゲ
ン
ジ
ボ

タ
ル
の
幼
虫
1
-
O
o
齢
虞

津
川
に
放
流
す
る
こ
と
を
は
じ
め

や
孫
へ
残
せ
る
も
の

ま
た
'
緊
急
を
要
す
る
状
況
下
で
は
'
こ
の

事
業
の
委
託
先
で
あ
る
松
田
合
同
自
動
車
に

よ
る
'
タ
ク
シ
ー
で
の
送
迎
(
乗
車
運
賃
は
'

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
)
も
可
能
と
な
っ
て

【
聞
合
せ
】
保
健
福
祉
課
福
祉
班

℡
8
3
･
1
2
2
6

定
期
的
な
河
川
の
清
掃
活
動
'
水

質
検
査
な
ど
を
始
め
ま
し
た
｡
ま

た
､
家
庭
か
ら
出
る
廃
油
が
水
質

汚
染
に
つ
な
が
る
こ
と
に
着
目
L
t

廃
油
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
石
鹸
を

作
り
'
毎
年
催
さ
れ
る
｢
ホ
タ
ル

の
夕
べ
｣
や
｢
若
葉
ま
つ
り
｣
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
､
無
料
配
布
も

し
て
い
ま
す
｡
こ
の
よ
う
な
同
会

の
地
道
な
活
動
は
､
い
つ
し
か
地

域
一
丸
の
取
組
み
と
な
り
､
1
4
年

と
い
う
長
い
間
続
い
て
い
ま
す
｡

そ
し
て
'
今
年
の
夏
も
乱
舞
し

た
ホ
タ
ル
は
'
寄
の
夜
空
を
照
ら

し
ま
し
た
｡

｢
寄
の
河
川
の
水
質
は
､
年
々
汚

第
1
8
回

町
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

月
日
　
1
2
月
3
日
(
日
)

場
所
　
松
田
中
学
校
体
育
館

主
催
　
町
教
育
委
員
会

参
加
　
2
0
チ
ー
ム

β

ー　土日

優

　

勝

準
優
勝

3

　

位

2
部優

　

勝

準
優
勝

3

　

位

宮
前
B
チ
ー
ム

宮
前
A
チ
ー
ム

中
沢
チ
ー
ム

湯
の
沢
C
チ
ー
ム

寄
B
チ
ー
ム

宮
前
C
チ
ー
ム

町
屋
チ
ー
ム

谷
戸
B
チ
ー
ム

染
が
進
ん
で
い
ま
す
｡
し
か
し
'

そ
ん
な
状
態
の
中
で
昨
年
､
県
か

ら
｢
水
源
の
森
林
｣
　
の
指
定
を
受

け
ま
し
た
｡
ま
た
'
町
の
総
合
計

画
で
も
'
寄
の
水
質
に
関
す
る
問

題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
｡

ホ
タ
ル
を
始
め
と
し
て
'
寄
に
は

素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
が
た
く
さ

ん
残
っ
て
い
ま
す
｡
子
や
孫
の
時

代
に
も
､
〟
ホ
タ
ル
舞
う
里
″
で

あ
り
続
け
て
は
し
い
も
の
で
す
｣

あ
る
会
員
の
話
は
､
美
し
い
ふ
る

さ
と
を
残
す
キ
ー
ワ
ー
ド
に
聞
こ

え
ま
し
た
｡

第
1
8
回

町
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

月
日
　
1
2
月
1
0
日
(
旦

場
所
　
寄
み
や
ま
運
動
広
場
及
び

そ
の
周
辺

主
催
　
町
体
育
協
会

参
加
　
1
1
2
名

小
学
生
の
部
優
勝
(
2
0
0
0
m
)

4
年
男
子
　
石
渡
荘
史
　
(
中
沢
)

女
子
　
茂
内
莱
　
(
弥
勤
寺
)

5
年
男
子
　
渋
谷
勇
人
　
(
城
山
)

女
子
　
荻
野
薬
佐
(
弥
勤
寺
)

6
年
男
子
　
池
上
大
介
(
土
佐
原
)

女
子
　
柳
田
ま
さ
み
(
中
里
)

中
学
生
男
子
の
部
(
3
0
0
0
m
)

優
　
勝
　
青
木
健
郎
　
(
町
屋
)

中
学
生
女
子
の
部
(
2
0
0
0
m
)

優
　
勝
　
小
田
美
穂
(
弥
勤
寺
)

一
般
男
子
-
部
(
5
0
0
0
m
)

優
　
勝
　
竹
内
郁
雄
　
(
沢
尻
)

一
般
男
子
2
部
(
5
0
0
0
m
)

優
　
勝
　
吉
田
信
男
　
(
城
山
)
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新規萱付します

一般競争(指名競争)参加費格審査申請

平成13･14年度に町が発注する工事請負･業務委託･物品売買の入

札を希望される方は､次のとおり参加資格審査申請書を提出してください｡

受付期間　　2月1日(木)～2月16日(金)※土･日曜日､祝日は除く

午前9:00-ll:45　午後13:15-16:00

受付場所　役場前第二分庁舎(旧福祉舘) 1階会議室

受付方法　　持参のみ(郵送不可)

様　　式　　建設省統一様式　※各々､指定色のA4版レターファイ

ルに綴じて提出してください｡

希望種目 儘磯i����業務委託 兒鰻僣IH2�

指定色 �7X8ｸ�ｲ�黄色 �78984��

※要項及び様式は企画財政課で配布しています｡

有効期間　　平成13年4月1日-平成15年3月31日

担　　当　　企画財政課契約検査班　℡83 ･ 1222

西平畑公園の催し物
開園時間9 : 00-16:00

今月の休園日1-4､ 9､ 15､ 22､ 29日

千

町民文化センター大ITt-ル催し物12孟三三ヲ琵芸
廃校 俐�ﾒﾒﾗ��x��弭ｶﾂ� 

5 仞��町賀詞交換会並びに表彰式 ���｣���入場自由 �*ﾈ�k�擺�xH�ｳ�2��##��

8 僥��成人式 ���｣���入場自由 ��h･Xｧx�擺�xC�2縱�#��

l 土 �*ﾉj�h嶌5ｨ985��ｸ齪皦馼ｼb�14:00 �53bﾃ���冷�3RﾃS��冷��Rﾃ���冷�

杉良太郎コンサート ��Ε���

生涯学習課
℡83 ･ 7021

前売券あり

*内容･入場券等は､主催者に直接お問合せください｡
*主催者の都合により､内容が変更される場合がありますのでご了承ください｡
*駐車場が狭いため､駐車出来ない場合がありますのでご了承ください｡
*今月の休館日は､ 1-4､ 9､ 15､ 22､ 29日です｡

幼い時に信じていたノストラダムスの大予言は無事ハズれ､いよいよ21世紀のスタ-

トです｡単純な私は｢新世紀｣という言葉の持つ､力強い響きに思わずソウソワ｡そう

いえば､昨年中は｢ミレニアム｣という言葉をよく耳にしましたよね｡やっかいだったの

が､商品名の前などに､この言葉がついた｢ミレニアム00限定柏oo個!Jという宣伝

文句｡途端に商品の輝きが5割ほビア､ソプしてしまい､思わず衝動責い｡ .自己嫌悪に

陥ったUもしました｡言葉の持つ魔力に､私は弱いようです｡ ▼吉葉といえば､昨年､

流行語大賞になった｢おっは-｣ ｡両手を前に出す､お馴染みのこのポーズは､大人が

すると､周りの冷ややかな日が気になります｡しかし､ 2歳の娘とのコミュニケーション

には､これが欠かせない｡気がつけば､歌まで暗記してしまう始末｡ ▼時代を映し出す

流行語｡果たして21世紀は､どんな言葉が私たちの心を打つのでしょう?　　　Y

No427 (8)

藍当ヵメラレポート
1｢みかんの木のオーナー｣たちで

松田山は大にぎわい｡澄んだ青

空の下で食べる､みかんの味は

格別!　　　(12月3日撮影)

▼松田自動車学校で実施された幼

稚園交通安全教室｡ ｢右手を上げ

て!左右確認!｣-真剣そのもの

轟土[:.≡
今月の納税田

納期娘
町県民税(4期)　　1月31日

国民健康保険税(9期) 1月31日

国民年金保険料(1月分) 1月25日

介護保険料(普通徴収･4期) 1月31日

税金等のお支払いは､便利な口座

振替をご利用ください｡

保健(時間は鮒け時間) ▼

すくすく育児相談
9日(火) 9:30-10:30

健康福祉センター
16日(火) 9:30-10:30

宇津茂地域集会施設
離乳食講習会
10日(水) 9:45-10:00

健康福祉センター
母親･父親教室

①11日(木)13:00-13:30

②18日(木)13:00-13:30

③25日(木)9:30-10:00午後まで

(む31日(水)13:00-13:30

健康福祉センター
ツベルクリン反応検査
15日(月) 13:00-13:20

健康福祉センター
29日(月) 13:00-13:15(予備)

健康福祉センター
ツベルクリン判定･BCG接種

17日(水) 13:00-13:20

健康福祉センター
31日(水) 13:00-13:15(予備)

健康福祉センター
1歳6か月児健康診査
24日(水) 12:50-13:15

健康福祉センター
2歳児歯科健診

26日(金) 13:00-13:20

健康福祉センター
おとな健康相談
11･18日(木) 9:30-10:30

健康福祉センター
25日(木)　9:30-10:30

文化センター第2学習室

･‥塞画 侈�%�鋹_)Lｲ鞴�ﾉ)｢�

日 仂h�)kﾂ�電話 

1 儻ｨ��$ｨｬxﾔ��89-2528 

2 儻ｩTﾘ夊ⅹ5��83-0100 

3 �ｸ鉑69�ﾙOXﾔ鮎b�82-0609 

4-10 �ｸ��棠�ﾙOXﾔ鮎b�82-4991 

ll-17 刎�i,8ﾔ洩�5��34-2511 

18-24 儻ｨ��$ｨｬxﾔ��89-2528 

25-31 儻ｩTﾘ夊ⅹ5��83-0100 

2/1-7 儻ｨ鉑69�ﾙOXﾔ鮎b�82-0609 

｡編集･発行　松EE]町総務部企画財政課　面258-8585枚田町松田惣領2037番地℡83 ･ 1222　町HPアドレス

人口と世帯数
12月1日現在( )内は前月比

人　口　13,117人(-23)

男　　　6,404人　(-13)

女　　6,713人　仁10)

世　帯　　4,478世帯(-9)

戸籍の窓一日

11月16日から12月15日まで

受け付けた方(敬称略)

お誕生おめでとう

赤ちゃん　　保護者　自治会
たくみ

有田　拓　海　光　広　虫沢田代
まゆこ

菅尾　麻友子　麻記子　茶　屋
まお

加藤　真　央　佳　央　中　丸
LJ:う　　き

斉藤　期　曙　　久　神　山
こうへい

大潰　光　平　浩　一　中　里
ひかる

斎藤　　光　　正　典　町　屋
あみ

小酒部亜　美　　誠　神　山
しんたろう

長岡　晋太郎　義　幸　沢　尻

お悔やみ申し上げます

氏　名　　年齢　　自治会

石井　フ　ジ　99歳　中　山

竹内　ミツエ　72歳　町　屋
よLたか

山崎　義　尚　79歳　宇津茂
みのる

瀬戸　　害　　83歳　谷　津
つぎお

吉田　次　男　73歳　中　沢
たまえ

小野　玉　枝　81歳　神　山
としお

尾登　利　夫　82歳　町　屋

相談(時間は鮒け時間,Ej

法　律

12日㈲･2月6日㈹ 9:00-ll:00

町民文化七
心配ごと

16日(火)

町民文化セ
25日(木)

健康福祉七
人権･行政

16日(火)

ンタ-

10:00- 12:00

ンタ-

10:00- 12:00

ンタ-

10:00-12:00

町民文化センター
年　金

17日(水) 13:00-15:00

役場　町民室

･Li:) '一
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